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内容の要旨および審査の結果の要旨
ラクトフェリン（LF）は各種外分泌液と多核白血球中に存在し，最近，慢性膵炎で膵液中LF濃
度の上昇することが注目されている。一方，膵臓の姉妹臓器ともいわれている唾液腺の病的状態
において，唾液中LFの分泌動態についてはほとんど明かにされていない。本研究では，ヒト初乳
よりＬＦを精製し，ＬＦのサンドイッチ酵素免疫測定法（ＥＩＡ）を開発した。これを用いて，ピロカ
ルピン刺激により分画採取した耳下腺唾液中LF濃度を測定し，各種疾患で唾液中LF値がいかなる
変動を示すかを検討し，その臨床的意義を明らかにしようとした。得られた成績は次の如くに要
約される。
1．開発したEIA法は他の鉄親和性蛋白と交差反応のない特異性の高い測定法であった。
2．唾液中LF濃度はシェーグレン症候群（sjs）で平均23.1→16.9→14.3→12.5→11.3αg／､lと
推移し，対照群に比して全分画を通じて明らかに有意に高値であった。
3．ＬＦ排出量，ＬＦ・総蛋白濃度比およびＬＦ・アミラーゼ活性比についてもＬＦ濃度の場合と同様
に，sjsにおいて有意な上昇がみられた。
4．対照群の平均値十２×標準偏差をカヅトオフ値とすると，sjsにおけるLF濃度の異常出現率
は第１分画で71％，第Ⅲ分画で88％にふられ，最高重炭酸塩濃度や液量の異常出現率に比して有
意に高かった。
5．ＬＦ濃度と最高重炭酸塩濃度，液量およびアミラーゼ排出量との間にはいずれにも有意な負の
相関関係が認められた。
6．ＬＦ濃度と耳下腺管造影所見との関連では，第Ⅲ分画でゑると，ｓｔａｇｅＨ以上では８例全例に，
stageｌでも４例中３例にLF濃度の上昇がみられた。
7．ＬＦ濃度と口唇腺組織所見との対比でも，grade2以上で９例全例にLF濃度の上昇がゑられた゜
8．sjs疑診群においてもIF濃度は有意な上昇力;ぶられ，その陽性率は40～60％であった。一
方，治療群では未治療群に比して有意に低値であった。
以上の成績より，唾液中LFはsjsにおいて高頻度に上昇し，その測定は従来の診断法に比べて，
勝るとも劣らない鋭敏な診断法であると考えられた。また，その病態を反映しうるとも推察され
た。
本研究は，ＬＦのEIA法を確立するとともに，ｓｊｓにおける唾液中LF測定の臨床的意義を明らかに
したものであり，sjsの診断に寄与する労作として評価された。
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